






















た笑劇を上演し好評を得た。ジェインもカサンドラとともに 7歳から 11 歳までオックス
フォードとレディングの寄宿学校で学び、家庭の天使として充分な教養を身につけた。
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由で留まる事はなかったようだ。そして 1787 年、11 歳の頃ジェインは「語るもの」以上に
「書くもの」つまり創作を開始し、1809 年頃まで書き続け、書き写された 3冊のノートは全













ヴァー・ゴールドスミス（Oliver Goldsmith））の『イングランド史（The History of England 、
1764）』のパロディーだということもいえる。それはジェインが自身の『イングランド史』
のタイトルに続いて、‘by a partial, prejudiced, and ignorant Historian.’、つまり「不公平
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で、偏った、無学な歴史家による」と書き足していることから推察できる。そして 1791 年
11 月 26 日に脱稿し、‘To Miss Austen eldest daughter of the Revd George Austen,
























ジェインはリチャード 2世から王位を剥奪し死に追いやった事実を、“after having prevailed
on his cousin and predecessor Richard the 2nd, to resign it to him and to retire for
the rest of his life to Pomfret Castle, where he happened to be murdered.”と淡々
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４-2．ヘンリー 5世
ヘンリー 4世の第 2子のヘンリー 5 世（1387-1422、1413-22）は、父がエドワード 3世の
4男に繋がるプランタジネット王家の一員だが、そのエドワード 3世がフランス国王位継承
権を持つことで、ヘンリー 5 世は即位後の 1415 年にフランス国王位を求めカレー南部へ侵
攻し、ヘンリー 2世時の所領を奪回した。シャルル 6世の王位継承者としてキャサリン王女
と結婚するが、フランス国内で反乱が続き 1422 年、北フランスのモーで戦闘中に死去した。





ジェインは改心した姿を“This Prince after he succeeded to the throne grew quite
reformed and amiable, forsaking all his dissipated companions”と、放蕩者だったが
若き有能な国王の誕生を祝福している。また父シャルル 6世の狂気の血筋の妻キャサリンを
“a agreeable woman by Shakespeare’s account”としているが、ここでジェインがシェ
イクスピアから借りたと述べている原典は、William Shakespeare の The Life of Henry






ランカスター家 3代で 後の国王であるヘンリー 6 世（1421-71、1422-61 と 70-71）は、
父ヘンリー５世の急逝後、わずか 8ヶ月で国王に就き、1420 年に締結されていたトロワ条












ジェインはヘンリー 6世が“was a Lancastrian”であることで、語りを躊躇している
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が、彼と“The Duke of York”の関係について、“you had better read some other
history”と提案し、ヨーク公は“the right side”だと理解している。この“you”はカサ
ンドラか“the reader”のどちらか、あるいは両方かもしれないが、ジェインのヨーク側と
いう宣言である。また王妃マーガレット・オヴ・アンジューの“a woman whose distresses
and misfortunes were so great as almost to make me who hate her, pity her.”と
いう紹介は、ジェインの厭味だろうか。さらにジャンヌ・ダルクの“They should not
have burnt her―but they did.”という描出は、イングランドとフランス間の戦争に対す
る不満と国内の抗争への喪失感だろう。しかし、“There were several battles between
the Yorkists and Lancastrians, in which the former usually conquered.”の語りは、












ジェインはエドワード 4世を“his beauty and courage”としているが、整った体型と
物腰のよさと無類の好色で多くの美女を愛人にしたとも言われている。また“in marrying
one woman while he was engaged to another”と“One of Edward’s mistresses was
Jane Shore”を取り上げているが、“Jane Shore”は戯曲化されているので読む価値はな
いと言明している。“a widow who poor woman!”な王妃エリザベス・ウッドヴィルが、
















いる。叔父リチャード３世の謀略で殺されたとするジェインは、“lived so little a while




インは波乱万丈なエドワード 5世の描写をわずか 4 行で終えている。その中の“unfortunate”
と“He was murdered by his uncle’s contrivance, whose name was Richard 3rd.”
は、彼の短い人生と悲惨さの強調である。
４-6．リチャード 3世








ンリーが、亡命先のフランスから 1485 年に帰国すると、リチャード 3世とリッチモンドは
戦闘開始し、リチャード 3世は敗死した。
ジェインはリチャード 3世の悪人扱いに不満げで“in general a very respectable man”
と、さらに“as he was a York, I am rather inclined to suppose him a very respectable
man”と、ヨーク派への傾倒ぶりを見せている。一方で、二人の甥と妻の殺害に関しては
“he did not kill his two nephews . . . if this is the true case, it may also be affirmed
that he did not kill his wife”と、一般的判断を容認していない。その根拠は、“he did


















直し、強力な裁判権を有す星法庁（The Court of Star Chamber）を 1487 年に設置し、
官僚機構に近い中央政府的機関の国王評議会（King’s Council）の権限を強化した。ただ
議会が 1497 年から 1504 年まで開催されなかったことから、内政面では安泰だったようだ。
外交面では 1489 年にスペインとメディナ・デル・カンポ（Medina del Campo）を締結し
てフランスに対抗し、さらに皇太子アーサーとキャサリン・オヴ・アラゴンとの婚約で同盟
関係を強固にし、1492 年エターブル条約（Treaty of Etaples）でフランスとの平和関係を
維持するなど、ヨーロッパ諸国でヘンリー 7世の外交手腕は評価された。
ヘンリー 7世の血脈からの王位継承権について、ジェインはヨークのエリザベスとの結婚
を“This monarch soon after his accession married the Princess Elizabeth of York,
by which alliance he plainly proved that he thought his own right inferior to
hers”と説明し、王位継承に疑問を呈してはいるもののヨーク派だとしている。ヘンリー 7
世の 4人の子供（男女それぞれ 2人）の“the elder of which daughters was married
to the King of Scotland”が、歴史的重要人物になることを仄めかし、“The youngest,
Mary married first the King of France and secondly the D. of Suffolk, by whom










即位直後の 18 歳で兄アーサーの未亡人で 24 歳のキャサリン・オヴ・アラゴンと結婚し、
男子誕生が期待できないことで離別を望むが、キャサリンの甥の神聖ローマ帝国皇帝カール
5世でスペイン王カルロス 1世が法皇クレメンス 7世に圧力をかけたため、ローマからの離
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別許可が下りず、キャサリンとは正式に結婚していなかったとして離別した。これが原因で
ローマとの断絶が決定的になり、1534 年ヘンリー 8世は国教会を発足させ、強権発動で修












ジェインはヘンリー 8世の統治を“not as well acquainted with the particulars of
this King’s reign”と認知していない。また“only a slight sketch of the principal
events which marked his reign”とするなど、彼の私的な部分から君主とは認め難いよ
うだ。アン・ブーリンに関しては、“justice, and my duty to declare that this amiable
woman was entirely innocent of the crimes”と“her beauty, her elegance, and her
sprightliness”から彼女の人間性を認め、ヘンリー 8世に対して義憤を覚えたようだ。そ
のヘンリー 8世を“not to mention her solemn protestations of innocence, the weakness
of the charges against her, and the king’s character”、しかも“（as this history I
trust has fully shown）”という挿入部分は強い断罪でもある。“The crime and cruelties
were too numerous to be mentioned and nothing can be said in his vindication”と
容赦ないジェインは、5番目の妻キャサリン・ハワード“the Duke of Norfolk’s niece”
が、結婚前に“have led an abandoned life”を送ったという一般論に対し、“I have
many doubts, since she was a relation of that noble Duke of Norfolk”と“so
warm in the Queen of Scotland’s cause”を根拠に、ヘンリー 8世の偏狭な自己愛だと
捉え、彼を“no religion himself ”と断罪してもいる。
４-9．エドワード 6世






マーセット公である。ジェイン・シーモアの兄で“Protector of the realm”と紹介し、
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with being appointed queen”としたのもジェインの皮肉である。また“the Lady Jane
Grey, who has been already mentioned as reading Greek”や、ロンドン塔での処刑前
に“she wrote a sentence in Latin and another in Greek”と教養があるかのように
ジェインは記しているが、オリヴァー・ゴールドスミスの『イングランド史』では、“where
she had just written three sentences on seeing her husband’s 6 dead body, one in
Greek, on in Latin, and one in English”（3.50）後に露と消えたと描かれている。教養
の有るなしで継承者が決まるはずもないと揶揄したかったジェインは、 後に“Whether
she really understood that language or whether such a study proceeded only from















ジェインは“beauty of her cousin Mary Queen of Scotland and Jane Grey”を引
き合いに、メアリーの欠けた部分が、“had the good luck of being advanced to the
throne of England”だとしている。一方、多くのプロテスタントの殉教者や“Armadas”
（無敵艦隊）やスペイン国王との結婚、そして“without issue”な 期を迎えたことを



















イン船を狙い撃ちし、当時 20 万ポンドの国家予算の 3倍を略奪し蓄財に成功したのである。
そして大航海時代の覇者スペインに勝利し、海外進出と重商主義で強国とし、1600 年設立
の東インド会社でアジア進出も果たした。内政では有能な中流階級を登用し、絶対主義者ら
しく在位 45 年間に 10 回しか議会を開催しなかった。結婚に関しては、貴族間対立や諸王侯
と危惧するとして独身を通したようだ。
一方、スコットランド女王メアリー（1542-87、1542-67）はスコットランドスチュアート






ジェインはエリザベスの不幸を“to have had ministers”としながら、“wicked”であ
ることが不幸の元凶としている。これはレスター伯ロバート・ダドリーやエシックス伯ロ
バート・デヴリューの存在こそが、彼女の負の部分だと言いたかったようで、“scandals
to their country and their sex”な政府の要人を、“Oh! how blinded such writers
and such readers . . .”と『イングランド史』で初めて感嘆符を使い、それまでのイング
ランド史の著者と、自分を含めた読者が盲目だと恥じている。もう一箇所は“Oh! what




対し、“some hardened and zealous protestants have been even abused her for that
steadfastness in the Catholic religion”と、エリザベスの敵である偏狭なメアリーを非
難排斥できるのかと問い、“a striking proof of their narrow souls and prejudiced
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judgments who accuse her”では、宗教は異なっても信念を持つべきとするジェインの持
論はたいそうなものに思えるが、疑念も浮かぶ。自虐的な皮肉なのだろうか。またメアリー
の死刑場所“Fotheringay Castle”をわざわざ“（sacred place!）”と記したのも皮肉であ
る。メアリーを“ill-fated”な女王で、“I now most seriously do assure my reader
that she was entirely innocent”としながら、“she was betrayed by the openness of




ところで、ジェインはドレイクを“the first English navigator”、“he will be equaled
in this or the next century”と賞賛し、続けて“equally conspicuous in the character
















神授説（The Divine Right of Kings）を掲げたことで議会の猛反発を受けたからである。
教会への干渉、介入、排除をし、同君連合（personal union）のイングランド国王として、
スコットランドには 1回しか帰国しなかった。しかし 後まで異国人とみなされ続けた。
ジェインがジェイムズ 1世を“this king had some faults”と断言した根拠は、メア
リーの死やアン・オヴ・デンマークとの結婚、さらに取り巻きの裏切りで、わずかの側近に
囲まれ 17 歳で王位に就いたからだとしている。しかし、プロテスタントとカトリックの間
での彼の苦悩に対し、“I cannot help liking him”と意外な一面も見せている。これはイ
ングランド王として努力した姿に対してであろう。つまりジェインは信念を持って行動する
人間には好意的ということになる。一方、“I am myself partial to the roman catholic
religion”とする中で、“in this reign the roman Catholics of England did not behave
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ンドの皇太子になり、1625 年に両国の国王に就いた。フランス王アンリ 4 世の娘との結婚
で宗教的に溝ができ、ピューリタンを弾圧しニュー・イングランドへ追いやった。また父の










チャールズ 1世を“This amiable monarch seems born to have suffered misfor-
tunes”とした理由をジェインは、“equal to those of his lovely grandmother”として
いる。つまり彼の不幸はスチュアートにあるということになる。ジェインは大方のイングラ
ンド人がスチュアートに対し、“to rebel against, dethrone and imprison...to oppose,
to deceive, and to sell”だと捉えた。さらに治世は“The events of this monarch’s
reign are too numerous”であるが、“the recital of any events is uninteresting to
me”と無関心を装ってもいる。基本的に“undertaking the history of England being
to prove the innocence of the Queen of Scotland”としているが、“I shall satisfy
myself with vindicating...he has often been charged.”という言及は、“I am certain
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